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はじめに1 .
　下水道用ポリエチレン管（㈳日本下水道協会規格

JSWAS K-14）は，融着接合により，高い接合部の強

度と水密性を有した，管・継手一体構造の管路を構築

することが出来る。この接合部強度と管自体の柔軟性

により，近年の地震災害においても管路の破損被害が

無く，耐震管として高い評価を得ている。

　また，ポリエチレン樹脂の特長である耐食性から，

硫化水素の発生しやすい下水道腐食環境下や塩害地域

及び腐食性土壌の埋設環境下においても高い長期性能

が期待できる。

下水道用ポリエチレン管の規格2 .
　下水道用ポリエチレン管は，長期耐久性に優れ

たPE100に準ずる※高密度ポリエチレン樹脂を材料

として製造された下水道管・継手であり，国内では

JSWAS K-14として，表－1に示す呼び径50から300

までの7サイズが規格化されている。また，継手には，

水道，ガス事業分野と同様に電気融着（EF）継手が

採用されている。（図－1） ※ISO TR9080の方法1を用い，20℃における50年外

挿下限界で求めた最小要求強度9.6MPa以上のPE

樹脂

国内の採用状況3 .
　下水道用ポリエチレン管は，1989年に愛媛県西条

市に国内で初めて採用，布設された。その後，国内で
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図－1　電気融着（EF）継手

表－1　JSWAS K-14規格寸法（直管部）


